
今年度のＣＩＭ活用業務・工事件数
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【参考】平成29年度の要求事項（リクワイヤメント）
 発注者指定型等で発注するCIM試行業務・工事では、ＣＩＭモデルを用いて検討する項目を定め実施

 事業を通じて、CIMモデルの本格導入に必要となる課題の抽出及び解決方策を検討（併せてＣＩＭガイドイラン
活用による効果、課題のフォローアップを実施）

項目 概要
適用件数（※）

設計 工事

①属性情報の付与
• 将来的にＣＩＭモデルのみで発注・納品を行うことを想定し、必
要となる属性情報や寸法を付与すること

３５ １１

②ＣＩＭモデルによる数
量、工事費、工期算出

• ソフトウェアの機能を用いて数量を自動算出すること。その際、施
工計画の検討と連動して数量が算出できる方法を検討し実施す
ること

• 概算事業費及び工期の算出方法を検討し、実施すること

２９ ７

③施工段階を見据えた
ＣＩＭモデル構築

• ＣＩＭモデルを用いた仮設計画、施工計画を行うこと

• ３次元計測を用いた出来形管理に対応できる等、施工段階に
おいて利活用しやすいＣＩＭモデルの形状・属性情報等を検討
し、CIMモデルを作成すること

２３ ３６

④CIMモデルによる照査
の実施

• CIMモデルを活用した効率的な照査方法を検討し、実施すること ２５ ２１

⑤ＣＩＭモデルのデータ
共有方法

• 受発注者間での効率的なCIMモデルの確認、共有及び利活用
環境を検討し、導入すること

７ ８

※ H29は12月時点での集計数。予定件数含む 2



例：属性情報の付与
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工程 属性種別 属性名称 付与時の用途 申し送り事項 最終更新日時 必須 選択

設計時 部材情報

ID 属性管理

属性情報を管理するため、1000～1999までを○○【工種など】、
2000～2999を○○【工種など】に付与。付与にあたっては統一
的な分類、記載方法に配慮。 2017/8/22 ○

構造物名称 属性管理
属性情報を管理するため、名称を区画ごとに○○といった規則
で付与。 2017/8/22 ○

部材名称 属性管理
属性情報を管理するため、名称を部材ごとに○○といった規則
で付与。 2017/8/22 ○

設計時
品質管理基
準情報

設計基準強度 構造計算 【技術基準】○○（発行年度も明示）に従って構造計算に利用。 2017/8/22 ○

コンクリート体積 費用算出
土木工事数量算出要領に従って3次元モデルから算出する方
法によって算出。 2017/8/22 ○

施工時 基準点情報
計測日 属性管理

属性情報を管理するため、計測日を以下の形式で付与。
【平成○年○月○日○時○分】 2017/8/22 ○

xyz座標 施工管理
トータルステーションによって取得したTS点を世界測地系に
則って○○【測定箇所等】に付与。 2017/8/22 ○

（※付与属性項目一覧表：作成例）

 CIMモデルのＣＩＭガイドラインに沿った属性情報の付与するとともに、属性付与に関する情報を一覧
表（※）としてとりまとめる。

属性情報の直接付与 属性情報の外部参照
いずれの方法でも可

（ID記載例）



例：ＣＩＭモデルによる数量、工事費、工期算出

4

 想定する施工順序や区割りと連動する形で数量が算出できるように施工ステップ等に沿っ
たＣＩＭモデルを構築し、算出された数量に基づき概算事業費及び工期の算出を行う。

 土木工事数量算出要領に記載の無い方法によって数量算出を実施した場合には算出方法に
ついてその過程と結果についてとりまとめる。

項目 数量

橋脚（鉄筋） ○○（t）

橋脚（コンクリート） ○○（ｍ3）

基礎杭（中詰Ｃｏ） ○○（ｍ3）

・・・ ○

○

○

ＣＩＭモデルによる数量算出結果

3Ｄモデルを活用した効率的な数量算出を試行的に実施、結果について取りまとめ
る。

算出された数量結果に基づいて概算事業費、工期を算出する。

【ねらい】ＣＩＭモデルによる設計、施工に際して従来の算出方法にとらわれない
効率的な方法について検証する。



例：施工段階を見据えたＣＩＭモデル構築
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 施工ステップの各段階における時間軸を付与した3次元モデルを作成し、施工管理に関す
る一連のフローを動画等で確認できるように作成する他、出来形管理等において3次元計
測手法と連携した面管理（断面管理）を想定したモデルを構築する。

支障範囲の確認

下部工（鉄筋配置、打設） 上部工（架設計画） 供用シミュレーション

トンネル、土工等の出来形（施工）管理施工時の段階的な確認

施
工
計
画

施
工
管
理



例：ＣＩＭモデルによる照査の実施
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 従来、2次元図面にて詳細設計時の照査事項として実施している各項目について、CIMモ
デルを用いた効率的な照査方法を選定して実施する。

 CIMモデルを用いた照査の自動化等の効率的な照査方法についてもとりまとめる。

【支承アンカーと主桁ＰＣ鋼材の干渉照査】

CIMモデルによる照査検討（例）

鉄筋同士の干渉の照査

No. 項目 照査内容（例）
1 要領・基準の照査 適用した要領・基準類の名称、発行年等を対象物ごとの一覧で照査。
2 構造物の干渉チェック 既存構造物とCIMモデルとの干渉を照査。
3 施工計画の照査 施工時のシミュレーション等により支障物、ヤード、交通条件等、施工計画の妥当性を照査。
4 周辺影響の照査 施工中の周辺影響（騒音、振動、汚染等）について照査。
5 周辺環境の照査 竣工後の周辺環境（日照、景観等）について照査。
6 測量成果の整合確認 測量成果（基準点、縦横断等）を取り込みCIMモデルとの整合を照査。
7 地質調査結果の整合確認 地質調査成果（土質定数、地下水位等）を取り込みCIMモデルとの整合を照査。
8 部材の干渉チェック 鉄筋同士及び鉄筋と部材等の干渉について照査。
9 数量結果の照査 CIMモデルと数量算出結果の整合を照査。
10 構造計算結果の照査 構造計算結果（かぶりや鉄筋量等）とCIMモデルとの整合について照査。
11 図面との整合 CIMモデルと2次元図面との整合について照査。
12 更新履歴チェック CIMモデルの更新履歴を出力し、更新内容を照査。

セグメント継目位置

【排水計画と上部工との整合照査】

セグメント継目位置、桁端部を
避けた位置に排水枡を設置

※詳細設計照査要領より抜粋（文言補足等あり）



例：受発注者間でのＣＩＭモデルのデータ共有
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 発注者によるインターネットを介したＣＩＭモデル等主要な情報が確認可能な環境を整備
および支援する。

 ただし、受注者は共有する情報の漏洩、改ざん、その他情報セキュリティ事案が発生しな
いよう情報セキュリティ対策を講じているか事前確認し、必要な措置をとる。

受注者側 発注者側

発
注
者

受
注
者

３Ｄモデルの同時閲覧に
よる意思疎通の合理化

その時点での進捗についてリアル
タイムでモデル共有ができるため
課題や条件等の確認が効率的に
行える。

インターネット環境での受け渡し

ネット環境での３Ｄモデルの受け渡しによ
る受発注者の確認作業の効率化

【これまでの課題】
・2次元図面では修正箇所や状況がわかりにく
く、
受発注者の確認に時間がかかる。

・メール機能では容量を超えるためハードディス
ク等による受け渡しが手間。

3Ｄモデルを即時確認できる環境整備。


